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研究成果の概要（和文）：　本研究は、「グローカル」ガバナンスという概念を掘り下げ、自由貿易や世界標準
との関連で地方への政策的含意を汲み取るものである。
　この間、①座長として「グローバル人材育成に関する委員会」で道の方針作りに関わり、②北海道新聞と公開
講座を開催し、③地方議員を集めてサマースクールを開催した。その際、統合が進む中で田舎のマネージメント
を試みる欧州とTPP加盟を視野に入れる台湾での現地調査に照らし、グローバルとローカルの接続を考察した。
　この間の業績『欧州複合危機』（中公新書）は対象を英仏西等欧州に限定しているものの、ここでのクローカ
ル・ガバナンス研究の一部が本書で地方の利害を考察する際に役立っている。

研究成果の概要（英文）：   This study explores the concept of ‘glocal’ governance, trying to tease
 out the policy implications of globalization --- e.g. free trade and global standardization --- for
 localities/regions.
   The major results include, 1) the participation as the chairman of the Hokkaido prefecture’s ‘
committee on the formation of global human resources,’ which spells out the directions with which 
to raise the global-minded youth in the region of Hokkaido, 2) executed the series of open lectures,
 in collaboration with Hokkaido Shimbun, inviting practitioners and researchers, 3) and held the 
Hokkaido University summer school assembling local and regional representatives. In so doing, the 
project considers ways in which to connect the global and the local/regional, in reference to the 
rich related experiences in Europe and Taiwan.
   My 2016 book Europe’s Complex Crisis is partially indebted to this project.

研究分野： 国際政治

キーワード： グローカル　ガバナンス　グローバル　ローカル　地方　北海道

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 本研究の背景は、2003 年の著作『グローバ
ル化時代の地方ガバナンス』（岩波書店）の
延長上に立って、それから 10 数年経ちいっ
そう進展した感のあるグローバル化の時代
にあって、地方・地域がどのように生きてい
くべきなのか、申請者の居住地である北海道
を起点に、ヨーロッパやアジアの現状を踏ま
えながら、考察することにあった。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、「グローカル・ガバナン
ス（Glocal Governance）」という概念を掘り下
げ、グローバル化と地方・地域とを結びなが
ら、政策体系の実質化を試みることにある。
本研究はさらに 2 点で含意を汲み取れるのか
見極めることを目指す。一つは思想的に「グ
ローカル」の理念的奥行きを検討すること、
もう一つは政策的に、地域主義やグローバル
化などの相互依存ガバナンスのなかで地方
の生き方への含意を探ることである。 
 
３．研究の方法 
 
 具体的な方法としては、TPP（環太平洋経
済連携協定）などの自由貿易レジームと、地
方・地域、とりわけ北海道における農業・医
療・介護を結び、その間の緊張関係と調和可
能性を試行的に探求する。参照するのは、長
年研究してきた欧州連合（EU）、特にその規
制力（Regulatory Power）であり、そこでのグ
ローバル＝ローカル関係のマネージメント
に焦点を当て、比較の視座から政治学的に考
察し、実社会と協働しながら検討を進めたい
と考えていた。 
 
４．研究成果 
 
 本研究の成果としては、①座長として北海
道庁と立ち上げた「グローバル人材育成に関
する委員会」を通じて道の方針作りに関わっ
たこと、②実務家・研究者を招聘し、地元の
北海道新聞と研究会兼公開講座を開催した
こと、③地方議員を集めて北大サマースクー
ルを開催したことがある。その際、欧州統合
が進む中で田舎のマネージメントを試みる
英仏伊西と TPP 加盟を視野に入れ農業等の
へのコストを衡量しつつある台湾での現地
調査に照らし、北海道に即してグローバルと
ローカルの接続を考察した。 
 これらを通じて多くのことをこのプロジ
ェクトで考えさせられたが、最終的には、従
来からの関心であるグローバル化とデモク
ラシー、とりわけ近年におけるポピュリズム
の興隆との関係に思考の比重が移っていっ
た。そのなかで、目にとめたのは、公共交通
が斜陽産業として切り捨てられる中で不便
となった田舎で、極右のポピュリズムが伸長

しているというデータだった。これは、フラ
ンスなどの田舎を回った時の経験とも重な
った。 
 本萌芽研究の成果は、欧州に焦点を当てた
ものではあるが日本への含意を含む単著『欧
州複合危機』に生かしたほか、もとより社会
的協働を目標に掲げていたこともあり、各地
の講演や記事・エッセイに逐一盛り込むこと
ができた。 
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